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    Ulva reticulata Forsk. shows broken networks produced by pores. According to previ-
ous descriptions, this alga is also provided with microscopical teeth on marginal parts. 
However, these morphological details are obscure. The purpose of our present study is 
to clarify the morphogenesis of Ulva reticulata and we have conducted laboratory culature 
experiments using the materials collected from Okinawa Island. Cultures were generally 
carried out at  25°C, 3,000 lux, 12 : 12 LD, and employing PES medium. 
   Fragments of thallus, excised to a piece of 1 cm long, grew well at  25°C. They reach-
ed 2 cm in length and formed round pores after 4 days culture. After 12 days, further 
developed blades produced many pores and showed the same networks as the field materials. 
It was clearly observed that perforation of networks was due to the formation and discharge 
of gametes. On the other hand, parthenogenetic germlings of gametes also developed into 
net-like -thalli after 2 months culture. The growth of the parthenogenetic germling was 
vigorous at  25°C, but it was suppressed at  10° and  15°C. In the cultures of  10° and  15°C, 
thalli had produced neither pores nor networks. Throughout the whole cultures in this 
study, microscopic teeth on marginal parts of thalli could not be observed.
ア ミアオ サ は,葉 体 に大 小 の穴 が あ き網 目状 を なす
ア オサ属 の緑 藻 で あ り,日 本 で は南 西 諸 島 や琉 球 に,
外 国 で は台 湾,支 那海,濠 州,印 度 洋 な どに分 布 す る
暖 海性 の海 藻 で あ る(Agardh 1883,Yamada 1934,
瀬 川 ・香村 1960).
葉 体 が ど う して網 目状 に な る かは興 味 あ る こ とで あ
るが,そ れ に関 す る知 見 は少 ない.岡 村(1912,1936)
は そ の原 因 に つ いて,一 部 の細 胞 が死 んで 穴 が あ き そ
れが連 なっ て網 目 を なす と述 べ て い る が,詳 細 な観 察
は な されて い な い.ま た,本 種 で は縁 辺 に顕微 鏡 的 歯
状 突起 が あ る と記 載 され て い る(岡 村1936,瀬 川
1956,千 原1975).
著 者 らは,1983年 夏 に沖 縄 で 採 集 した ア ミアオ サ を
研 究 室 に持 ち帰 り,そ の葉 片 を培 養 し,網 目 をな す本
種 の形 態 形 成 が胞 子 の形 成,放 出 に起 因 す る こ とを確
かめ た.そ の後,配 偶 子 の単 性 発 芽体 を培 養 し,そ れ
らの発 芽体 で も網 目形 成 の過 程 を連続 的 に観 察 し,ま
た縁辺の歯状突起の有無 について も調べたので,そ れ
らの結果を報告す る.
材 料 と 方 法
材料のア ミアオサは沖縄本島本部町で1983年7月16
日に採集 したもので ある.葉 体は2日 後 に研究室 に持
ち帰 り,表 面を布で よくふ き,GeO2,を 添加 した培養液
で予備培養 した.室 内通気培養で葉体 はよ く生長 した
が,局 部的 に付着緑藻が混生 していたので,顕 微鏡的
に雑藻 のない部分 を切 り取 り単一藻 に分離 した.
葉片 の培養は,網 目をなす葉体部 を長 さ1cmに 切り,
枝付 き平底 フラスコで通気 して行 い,継 続的 に網 目形
成の様子 を観察 した.こ れ らの葉体は培養中 に配偶子
を放出するようになったので,ガ ラス板 に着生 させた.
配偶子 の単性 発芽体 の培養は,そ れらのガラス板 に着
生 した配偶子 を,初 期15日 間はシャー レ内で静置培養




































































































































































































































































































































































































Days Length Wldth Length／Wldth
10 185μm 32μm 5．8
15 272 67 4．1
20 671 307 2．2
25 1．7mm 0．9mm 1．8
30 3．4 3．2 1．1








































































































































































































































































































Temp．（．C） 10 15 20 25
Length
vidth
4．3mm
S．5
5．1
S．8
6．9
U．7
7．1
U．5
Figures　show　size　of　thalli，　grew　from　young
buds　（2mm　long）　for　10　days　culture　at　1，500
1ux，　12：12　photoregime．
考 察
A 50　“ra
B
〆齢　
c
輔
藩li 灘灘灘
Fig．　5．　Ulva　reticulata，　showing　the　marginal
　　　　cells　of　thallus．
　　　　A，　original　margin　of　thallus，　showing
　　　　smooth　edge；　B，　pore－forming　margin
　　　　with　spinal　cells；　C，　further　develop－
　　　　ment　of　the　same　part　shown　in　B　after
　　　　6　days　culture．　Scale　in　A　applies　to
　　　　B．
　アオサ属では，アナアオサのように葉体に穴があく
種が知られているが，アミアオサは全体が網目状をな
す点で特異な形態をしている．この網目形成について，
岡村（1912）は体の一部の細胞が衰退して穴となるた
めと述べているが，本実験の観察結果で本質的には配
偶子，遊走子など胞子形成，放出によって穴があくこ
とが明らかになった．
　この穴のあく機構は，胞子放出後の細胞壁が徐々に
消失して穴となるのではなく，パンチで打ち抜かれる
ように葉片が離脱するが，これは胞子を形成した成熟
部とその周辺の栄養細胞部の生長が相違するので，そ
れらの境界で切れるためと判明した，培養で観察され
たこのようなアミアオサの網目形成は天然でもみられ
る現象であると考えられる．また，このように胞子形
成で穴があくと，葉体の一部はしばしば切れて流れる
ことが考えられるが，Yamada（1934）も本種が浮遊し
て生育することを報じている．
　生長と温度との関係では，10。～25℃の実験範囲内で
高温ほど生長は良好であった．このことからもアミア
オサが暖海性の海藻であることがうかがわれる．また，
10。，15℃の低温では成熟が抑制され配偶子が形成され
ず，そのため穴があかないまま葉体は10cm以上に生長
した．香村（1976）は「塩川」湧水の藻類として，網
目がまれにしかみられないUlvαsp．を記載し，同時に
それがアミアオサが不完全に発育したものとも考えら
れると述べているが，この実験結果からもUlva　sp．は
香村の考察のようにアミアオサの網目を形成していな
いものとみなされた．
　アミアオサの葉体縁辺には歯状突起があるとされて
おり（岡村　1912，1936，瀬川　1956，千原　1975），
岡村（1912）は穴をなす縁辺ではなく本来の葉縁に顕
微鏡的歯状突起があって，その位置は遠近まちまちで
あると述べている．しかし，本実験で室内培養の葉体
　には，初期の穴のない体でも，生育して網目状になっ
た体でも，外縁部の本来の縁辺には鋸歯は認められな
　かった．しかし，岡村（1912）が図示したような鋸歯
状突起もまれにみられ，それは胞子放出後に穴をなす
縁辺部のみで観察され，縁辺が完全に復元していない
胞子放出の小遣症で，培養を続けるとやがて全縁にな
　るようにみなされた．ただ，この歯状突起の有無につ
　いては，なお天然産や培養で多数の個体について調べ
　る必要があろう．
　本研究を行うにあたり，有益なご助言をいただいた
北海道大学吉田忠生，琉球大学香村真徳教授に深謝す
る．
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